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▲簡易トイレの組立実演

▲トリアージポストで医師が患者の重症度・
　緊急度を判定

学園の話題

　
平
成
29
年
11
月
15
日
、福
岡
看
護
大
学
1
階
1
0
1

講
義
室
に
お
い
て
、開
学
後
初
め
て
の
福
岡
看
護
大
学

公
開
講
座「
知
って
得
す
る
介
護
保
険
あ
れ
こ
れ
―
今

日
か
ら
始
め
る
介
護
予
防
―
」が
開
催
さ
れ
、学
内
外

か
ら
約
1
0
0
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
角
森
輝
美
教
授（
地
域
・
在
宅
看
護
部
門
）

が
、平
成
30
年
に
改
正
と
な
る
介
護
保
険
制
度
の
ポ

イ
ン
ト
や
制
度
の
利
用
方
法
、そ
し
て
介
護
の
受
け
方

な
ど
を
実
演
を
交
え
な
が
ら
紹
介
。続
い
て
、森
中
惠

子
准
教
授（
地
域・在
宅
看
護
部
門
）が
、バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
摂
る
た
め
に
参
考
と
な
る
四
群
点
数
法

や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は
疑
問・質
問
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

講
師
の
回
答
に
頷
く
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
看
護
大
学

公
開
講
座
を
初
開
催

介
護
に
対
す
る
不
安
を
払
拭

　
平
成
29
年
10
月
30
日
、福
岡
歯
科

大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
で
病
院

職
員
が
参
加
し
て
大
災
害
時
対
応

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。訓
練
は
、震

度
６
強
の
大
規
模
地
震
に
よ
り
同
病

院
が
被
災
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
、病
院
災
害
対
策
室
を
設
置
し
、

患
者
の
避
難
誘
導
・
救
援
担
送
、※ト

リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
緊
急
度
・
重
症
度
を

判
定
し
た
後
に
治
療
を
行
う
な
ど
、

非
常
事
態
時
に
お
け
る一
連
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、非
常
電

源
・
医
療
物
品
等
の
確
認
や
避
難
場

所
予
定
地
に
て
簡
易
ト
イ
レ
の
組
立

訓
練
を
行
い
、参
加
者
は
災
害
時
の

対
応
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

※
負
傷
者
を
重

症
度
、
緊
急

度
な
ど
に
よ
っ

て
分
類
し
、治

療
や
搬
送
の

優
先
順
位
を

決
め
る
こ
と

医
科
歯
科
総
合
病
院
で

大
災
害
時
対
応
訓
練
を
実
施

災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
病
院
づ
く
り

地
下
鉄
七
隈
線
沿
線

三
大
学
連
絡
協
議
会
関
連
行
事
を
開
催

　
平
成
29
年
10
月
22
日
、福
岡
歯
科
大
学 

本
館
9
階 

講
堂
に
お
い
て
、「
地
下
鉄
七
隈
線
沿

線
3
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、中
村
学
園
大

学
、福
岡
大
学
、福
岡
歯
科
大
学
の
三
大
学
の
共
催
で
、市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
実

施
し
て
お
り
、今
回
で
13
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
は「
微
生
物
の
力
を
借
り
て
健
康
に
な
る
」と
い
う

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、各
大
学
の
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
、福
岡
歯
科
大
学
か
ら
は
廣
藤
卓
雄
教

授（
総
合
歯
科
学
分
野
）が「
お
口
の
健
康
と
乳
酸
菌
」と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
地
域
の
方
や
大
学
関
係
者
を

中
心
に
約
1
6
0
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、来
場
者
の

健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
４
日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
８
階

8
0
3
講
義
室
に
お
い
て
地
下
鉄
七
隈
線
沿
線
三
大
学
連

絡
協
議
会
10
周
年
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
協

議
会
は
、三
大
学
が
連
携
協
力
し
て
、教
育
研
究
活
動
の
充

実
な
ら
び
に
そ
の
成
果
を
広
く
地
域
に
公
開
し
、地
域
社

会
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

19
年
に
発
足
し
、こ
の
度
、10
周
年
を
記
念
し
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
福
岡
歯
科
大
学
か
ら
は
小
島 

寛
教
授（
障
害
者
歯
科
学

分
野
）が「
口
腔
医
学
教
育
と
地
域
に
お
け
る
活
動
」と
題

し
た
内
容
で
講
演
し
、参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

○
地
下
鉄
七
隈
線
沿
線
3
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
10
周
年
記
念
講
演
会

　
平
成
29
年
12
月
3
日
、第
44
回
福
岡
歯
科
大
学
学

会
総
会
・
学
術
大
会（
会
長
／
廣
藤 

卓
雄 

総
合
歯

科
学
分
野
教
授
）が
、福
岡
歯
科
大
学 

本
館
9
階 

講
堂
、そ
の
他
講
義
室
等
で
開
催
さ
れ
、学
内
外
か

ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。『
口
腔
医
学
を
加

速
す
る
』を
テ
ー
マ
と
し
た
今
大
会
で
は
、松
尾
浩

一
郎
先
生（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
歯
科
・
口

腔
外
科 

教
授
）に
よ
る「
口
腔
機
能
低
下
症
の
新
基

準
と
今
後
の
展
望
」と
題
し
た
基
調
講
演
の
ほ
か
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、歯
科
衛
生
士
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、一

般
口
演
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、今
回
の
学
会
賞
に
は
馬
場
篤
子
氏（
成
育

小
児
歯
科
学
分
野 

講
師
）と
宮
﨑
揚
子
氏（
補
綴

（
入
れ
歯
）科 

医
員
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学

学
会
総
会・学
術
大
会

多
職
種
連
携
を
見
据
え
た
学
術
大
会

口
腔
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
長・学
部
長
会
議
開
催

歯
科
医
療・教
育
の
最
前
線
を
ア
ピ
ー
ル

　
平
成
30
年
１
月
６
日
、福
岡
看
護
大
学
１
階
1
0
1

講
義
室
に
お
い
て
、口
腔
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「『
口
腔
医

学
』－

歯
科
の
将
来
像

－

」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、平
成
20
年
度
に
採
択
さ

れ
た
文
部
科
学
省 

戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
の
総

括
と
も
な
る
も
の
で
、前
半
の
基
調
講
演
で
は
、文
部
科

学
省
高
等
教
育
局
医
学
教
育
課
企
画
官 

眞
鍋 

馨
氏

と
厚
生
労
働
省
医
政
局
歯
科
保
健
課
長 

田
口 

円
裕

氏
の
お
二
人
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、後
半

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、九
州
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
院 

山
下
喜
久
教
授
、福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病

院 

森
田
浩
光
病
院
教
授
、福
岡
歯
科
大
学
障
害
者
歯

科
学
分
野 

小
島 

寛
教
授
が
最
新
の
知
見・成
果
を
紹

介
し
、今
後
の
口
腔
医
学
の
発
展
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。当
日
は
、約
1
6
0
名
が
参
加
し
、口
腔
医

学
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

 

ま
た
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先

駆
け
て「
第
13
回
連
携
大

学
学
長
・
学
部
長
会
議
及

び
戦
略
連
携
事
業
実
施

担
当
者
会
議
・
合
同
会

議
」を
同
大
学
会
議
室
に

て
開
催
し
、今
年
度
の
事

業
実
績
の
報
告
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。




